
■
若
桜
鉄
道
検
修
車
庫
見
学
会

■
街
村
探
旧
所
シ
リ
ー
ズ
（
安
部
駅
）

■
わ
か
て
つ
エ
ッ
セ
ー

■
若
桜
鉄
道
沿
線
み
ど
こ
ろ

先
日
、
「
若
桜
鉄
道
検
修
車
庫
モ
ニ

タ
ー
見
学
会
」
（
麒
麟
の
ま
ち
観
光
局

主
催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
は
見

る
こ
と
の
で
き
な
い
検
修
車
庫
に
入

り
、
職
員
の
中
山
さ
ん
か
ら
間
近
で
車

体
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
運
転
席
に
座

ら
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
大
興
奮
＆

大
満
足
の
一
時
間
で
し
た
。

今
後
、
見
学
会
は
貸
し
切
り
列
車
の

オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
の

で
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
！

毎
日
朝
早

く
か
ら
点
検
業
務
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
ま
す
ま
す
若
桜
鉄
道
が
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

※「街村探旧所」は若
桜鉄道有形登録文化財
の素晴らしさを多くの
人に伝えたいと活動さ
れている八頭町に在住
する有志の会です。
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若
桜
鉄
道
沿
線
の
徳
丸
駅
近

く
、
は
っ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光

園
の
梨
園
で
ほ
ぼ
一
年
中
梨
栽

培
作
業
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で

は
鉄
道
の
音
が
時
計
が
わ
り
の

よ
う
に
聞
こ
え
る
。

踏
切
警
報
音
に
続
い
て
徳
丸
駅
に
停

車
す
る
車
両
、
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン
の
鉄
音

が
右
か
ら
左
へ
、
左
か
ら
右
へ
走
っ
て

い
く
。
八
東
川
鉄
橋
を
渡
る
音
に
続
い

て
踏
切
の
警
報
音
が
鳴
る
と
若
桜
行
き
、

上
徳
丸
の
野
積
神
社
横
の
踏
切
か
ら
聞

こ
え
る
と
き
は
郡
家
行
き
。
お
寺
の
鐘

で
は
な
い
が
、
若
鉄
の
音
が
時
を
刻
み
、

休
憩
時
間
や
お
昼
ど
き
を
知
ら
せ
、
一

日
の
作
業
終
わ
り
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

る
。観

光
園
裏
を
流
れ
る
八
東
川
の
川
面

の
音
が
、
一
年
を
通
じ
て
の
通
奏
低
音

と
す
れ
ば
、
野
鳥
の
鳴
き
声
、
蛙
の
合

唱
、
セ
ミ
時
雨
、
虫
の
音
が
季
節
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
な
り
、
若
桜
鉄
道
は
時
を

刻
む
打
楽
器
と
な
っ
て
豊
か
な
音
の
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
を
八
頭
若
桜
谷
に
響
か
せ

て
く
れ
て
い
る
。

（
は
っ
と
う
フ
ル
ー
ツ
観
光
園
）

若桜駅の改札を出ると、左手前方に標高452ｍ

の「鶴尾山」が見える。山頂には続百名城の「若

桜鬼ヶ城跡」がある。NHK 大河ドラマ「鎌倉殿の
１３人」をご覧になられただろうか。源頼朝を石

橋山の戦いで救ったことから重用されていた中村

獅童演ずる梶原景時を矢部十良暉種が討ったこと

により、鎌倉幕府から戦功として若桜郷なる２７

の村を賜り、正治２年（1200）駿河から赴任し、

若桜鬼ヶ城を築いた。（ただし、城郭を築いたか

は不明）前に八東川、北西に三倉川があり、川に

囲まれた地であったので、川が外堀の役割を果た

した。山頂から見ると、その様子を確認すること

ができる。天正３年（1575）６月尼子の山中鹿之

助らに城主が捕らえられるまで３７０年余矢部氏

は１６代にも及んだ。戦国期から近世初期にかけ

ての山陰地方の国人領主の動向により城主は入れ

替わったものの、1617年に当時の城主山崎氏が自

らの手で破城するまで城郭は存続していた。野面

積みの石垣にその名残を見ることができる。（M）

石
垣
の
遺
構
が
残
る
三
ノ
丸
付
近

（
若
桜
町
観
光
協
会
提
供
）

《
若
鉄
川
柳
》
の
る
た
び
に

わ
く
わ
く
す
る
よ

き
し
ゃ
の
た
び
（
小
林
ひ
ろ
き
）
四
季
お
り
お
り
の

景
色
楽
し
め

最
高
わ
か
て
つ
（
大
久
保

朱
生
）

《
若
鉄
川
柳
》
風
景
が

春
夏
秋
冬

心
舞
う
（
山
口

和
香
）
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
の
せ

風
を
切
る
（
松
本

遼
亮
）
若
鉄
が

目
の
前
を
風
の
よ
う
に

さ
っ
て
い
く
（
佐
々
木

彩
葉
）

5月22日、モデル撮影会を行います！郡家駅集合。受付12

時15分～。若桜行き12時47分に乗車。若桜駅と徳丸駅で撮影

会を行い、17時道の駅はっとうで解散。参加費2000円（鉄道

運賃、若桜駅入構料込み、お土産付き）。募集人数10名（岡

山から10名合流）。麒麟のまち圏域在住者に限る。申し込み

は5月6日午前10時よりメールのみ先着順で受け付け。

《撮影会申し込み方法》申し込み先アドレスに住所氏名

電話番号を明記の上、yazukanko@sage.ocn.ne.jpへ

送信してください。締め切りは5月15日。モデルは福田

歩惟（あい）さん。岡山出身のマルチインフルエンサー。

わかてつもりあげ隊主催。問い合わせ 0858-72-6007。
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